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２０２２年 １月 版

「 」上宝かわ ら版 上宝だか ら
飛騨上宝自然人倶楽部

HIDAKAMITAKARA SHIZENJINCLUB

過疎化するのではないか？と思われている

周囲の心配をよそに、上宝はコロナも何の

その、長い伝統に根付いた縄文文化と、最

先 端 科 学 に 包 ま れ て 、 人 々 は 安 心 ･安 全 な

生活を淡々と営んでいます。

今年の我が社は、コロナで分断された都会

の人々を徐々に上宝に呼び寄せる努力をし

たいと思っています。私自身、昨年１１月

に上宝に移住をしました。

我が社を支える人材は少数ですが熱い心と

行動力を持っています。

取締役として活躍する機会を待っている永

嶋悦子さんは、あのディズニーランドに創

業時代から関わっている才女です。

もう一人の山本直史取締役は千葉市会議員

を３期１２年勤め上げ、日本の政治はどう

あるべきかを庶民感覚で考え続けている笑

顔のファイターです。

そして我が社の今年は、現地飛騨の人の力

を借りる元年にしたいと思っています。

（金住 記）

明けま しておめでとうございます

の神様は人類に警告されました。天

コロナはきっとその伝道者です。

高度に発達した文明国には厳しく、これか

ら発展する国々には優しく。伝道者達は姿

を変え何度もやってきます。

の神様は日本を注目しています。地

地震 ･洪水 ･土砂崩れは人災ですよ。

過去に学び未来に目を向け今を忘れずに。

経済人 ･政治家は特に自覚しましょう。

の 神 様 は ご 老 人 と 子 供 達 を 特 に 見 守 っ人

てくれています。

家族が大事、孤独にならないように。

自 分 の 命 と 健 康 は ま ず 自 分 で 守 り ま し ょ

う。食事 ･睡 眠 ･運動を大事にしましょう。

そして皆で心を合わせて協力しましょう。

どんなに苦しい時でも笑顔だけは忘れない

でください。

我が社は上宝に来てからもう５年。

１年目から施設作りと仲間作りを心がけて

来ました。



- 2 -

この度、善九郎カフェ裏の畑を簡易ドッグランにリニューアルしました。

最近の上宝も随分とペットの犬が増えたように思います。

自然豊かな上宝ですが、弊社の愛犬「さくら」と同じく、時には愛犬を思う

存分走らせてあげたいのではないかと思い、このドッグランを皆様に使って

頂くことに致しました。

スタッフが常駐することがありませんので、利用や管理等はすべて皆様に

お任せすることになりますので、誰もが気持ちよく愛犬と

楽しく遊べるスペースになるようご協力をお願い致します。

ドッグランについての連絡先は

株式会社 飛騨上宝自然人倶楽部

(櫻 井 )になります。０９０－４９５５－０６５５

場所 上宝町本郷２ ９ ０ ７ 善九郎カフェ裏■

施設 ２ ８ ０㎡ (１ ４ｍ× ２ ０ｍ )■

フェンス高 １ ． ５ｍ

全面人工芝

利用 終日無料■
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ドッグラン ご利用の手引き

周囲への気遣いをお忘れな く＜ご利用の注意点＞

●犬 と飼い主は一緒に必ず リー ド を つ け て入場 し 、犬が周 り の環境や他の利用者 ・犬 な ど に

慣れ落ち着 い てか ら リ ー ド を外 し て下 さ い 。

ま た犬か ら常 に目 を離 さ な ず 、犬の行動 を即座に制御で き る よ う に気 を配っ て く だ さ い 。

犬 を残 し て当施設か ら離れな い で下 さ い 。

●犬や人への攻撃的な行為 ・ マ ウ ン テ ィ ン グ や し つ こ い追 いか け ま わ し 、 無駄吠えな ど の

迷惑行為は速やか にやめ さ せ て く だ さ い 。

●他の方やペ ッ ト が被写体 と な り う る施設内での写真撮影 ・動画撮影やＳ Ｎ Ｓ等 ネ ッ ト 上への

投稿は 、必ず相手の確認了承を得 て か ら行 っ て下 さ い 。

● リ ー ド を外 し て い る状態の時に新た に入場す る犬がい る場合は 、必ずすべて の犬は一度 リー ド を

つ な い で く だ さ い 。

●犬の排泄物は飼い主様が責任を持 っ て お持 ち帰 り く だ さ い 。

●施設内での犬のブ ラ ッ シ ン グ ・ 爪切 り ・ お手入れ等は ご遠慮 く だ さ い 。

利用終了後は 、各自ごみは責任 を持 っ て お持 ち帰 り下 さ い 。

ルールを守って楽 しい ド ッグランをご利用 ください

ドッグラン「夢広場」は、犬の飼い主がマナーやルールを守りながら、

飼い犬を運動させたり、遊ばせたりすることのできる施設です。

スタッフが常駐していないため、多くの皆様に安全かつ快適に

ドッグランを楽しんでいただくためにルールを設けております。

お客様同士が譲り合い、自らの責任においてご利用ください。

、 、また施設内での犬 飼い主様の事故・けが・その他のトラブルについては

直接当事者間で解決してください 。

他の犬と馴れてから

リー ドを外しまし ょ う

新しい入場がある場合は 、

必ずリー ドをつけて ください
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上宝に根付いている地場生産者の一員として ｢飛騨蓮根作り ｣で参加します。●

寒い地方、地中深い土壌作りが難しいところでは蓮根栽培は向かないという、今までの

常識を覆す ｢神 乃宝飛騨れんこん ｣を、上宝の方々の力を借りて栽培したいと思います。

（１ ) れんこんは、簡単な設備投資と少ない労働力で生産性の高い人気商品として上宝

の名物になると思います。

（２）我が社は４年間に渡る実験栽培と試験販売で発展の可能性を信じることができま

した。販路も安定して確保しました。

（３）蓮根の栽培と収穫 ･販 売の各段階で上宝の現地の方々、特に男女を問わず高齢者

の方々にも協力して頂けたら上宝がもっと元気になるのではと思っています。

我が社は、会社の施設を全面的に上宝の人々に開放し、コロナに負けないで仲間と交流●

する場にしたいと思います。

（１）上宝夢工房の裏にドッグランを作りました。

これからはペット社会になります。

犬も仲間が必要です。犬をペットとする方々もペットを介在して飼い主と親しく

なることは素晴らしい楽しみになります。また犬のストレス解消の場としてもド

。 。ッグランは必要な施設でした この施設も誰でもいつでも無料で使って頂けます

（２）上宝自然人ハウス（古民家）を上宝の方々には自由に使って頂けます。

使用料は志で結構です。宿泊もできますから、たまにはご近所修学旅行もいかが

でしょうか？いろいろな楽しみ方ができると思います。

我が社は、今年から行政と一層協力して活動します。●

（１）上宝の空き家対策に取り組む予定です。

（２）奥飛騨温泉郷の旅館経営者の方々に寄り添い苦労を語り合いたいと思います。

（ ） 」 。３ 上宝を活性化する為の組織である ｢合同会社奥飛騨郷 発展させたいと思います

２０２２年、今年も飛騨上宝自然人倶楽部は地域の皆様と共に進みたいと思っています。

引き続きどうぞ宜しくお願い致します。 （金住 記）

春からの咳が止まらずに飛騨市民病院での診察で大きな病院へと言われ、７月より土

。 。太郎村 (千葉 )で生活していました ９月に肺に水が溜まり膿胸となり手術をしました

緊急入院 → 手術 → ２５日間の入院生活となった櫻井ですが、現在は元気に千葉で

リハビリ生活を送っています。今まで普通だと思っていた生活がどれほど幸せだった

かと思い知らされました。春までは土太郎での生活になりますが、早く回復して上宝

( )の生活に戻れるようになりたいです。早く皆さんの笑顔に会いたいです *^_^*

我が社はコ ロ ナ に負け な い地域作 り の た め に方針変更を し ま す




